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第1号（昭和45年5月）
論文
非同盟主義の再評価のために·……………………………••鶴嶋雪嶺 1 ~・rnペー ジ。
マルクスの「市場価値論」について(2)
―市場価値と需給関係―………•…………………••東井正美 17~ 53ページ。
ヒルデプラントの価値論•…………………………………••橋本昭一 55~ 72ページ。
書評
R・A・バイラス著矢島釣次訳
「ミクロ経済学一図解による分析ー」•…………………••玉木興乗 73~ 83ペー ジ。
新刊紹介
清成忠男著『日本中,j咽湧舷）構造変動」…………………田中 充 85~ 92ページ。
D・H・オールドクロフト， H・W・リチャードソン
共著「イギリスの経済， 1870年~1939年」…….,.原田 聖二 92~ 98ペー ジ。
第2号（昭和45年1月）
論文
蔦 子 考・・・・・・・，..........…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ …鋳方 貞亮 188~218ペー ジ。
関西法律学校の経済学講義をめぐって……………………杉原 四郎 99~117ページ。
研究ノート
ヴェ・イ・レーニンの統計方法論(1)
ー特に統計的グループ分けと平均について一·…••岩井
アメリカ産業革命の始期について
ー近代的工場制度の起源との関連において一……加勢田
書評
浅野栄ー著「最気循環と経済成長」·……………………••玉木
赤羽豊治郎著『ドイツ歴史派経済学研究」………………橋本
新刊紹介
安芸絞ー，黒沢俊一，和達清夫編「国土の資源と開発」…小杉
第3号（昭和45年9月）
-"・. , ぷ・ l,
浩 119~154ページ。
博 155-165ページ。
興乗 167~172ペー ジ。
昭ー 173~181ページ。
毅 183~186ページ。
論文
恐慌の原因についで……………………，…………………•三谷友吉 219~249ページ。
研究ノート
いわゆる「飢餓の40年代」について………………………矢口孝次郎 251~261ペー ジ。
ヴェ・イ・レーニンの統計方法論(2)
ー特に統計的グループ分けと平均について一…•••岩井 ・浩 263~287ペー ジ。
書評
I・メイサーロシュ著「マルクスの疎外論」……………重田 晃ー 289~298ペー ジ。
小林英夫著「サミュエル・ゴムパーズ」•………………••津田 真濠 299~306ペー ジ。
新刊紹介
楠井敏朗著「アメリカ資本主義と産業革命」……………加勢田 博 307~312ペー ジ。
第4号（昭和45年1月）
論文
高度産業化社会への政策的課題……………………………松原藤由 313~335ページ。
ヴェプレンの本能論とその労務論への影響…..: …………奥田 幸助 337~371ページ。
プルーノー・ヒルデプラント
一生涯と著作ー(1)・・・・・・・・・・ ….... ・・・・・.…橋本 昭ー 373~396ページ。
研究ノート
堂島米会所についての覚書…………………………………津川 正幸 397~413ページ。
「消費経済論」研究の興隆と展開(1)………………………小谷正守 415~430ページ。
新刊紹介
角山 栄著「経済史学」…………………………………加勢田博 431~438ページ。
第5・6合併号（昭和46年2月）
論文
イギリスにおけるマーチャント・バンカーの成立過程
ーベアリング兄弟商会を中心に一…………………荒井政治 439~465ページ。
マルクスの「市場価値論」について(3)……………………東井正美 467~485ページ。
プルーノ・ヒルデブラント
一生涯と著侑2)(3)—..........................................橋本昭ー 487~535ページ。
研究ノート
援助のコストにかんする覚書……………………………•••山本繁綽 537~556ページ。
低開発国の経済統合
一村上・池本論争一・・・・・..…• …................ …・・・,・・ 小田 正雄 557~566ページ。
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